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巻 1 号、2018 年 3 月、pp.187-245. 
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1 号、2019 年 10 月、pp.11-18. 
⭐「食料自給率・自給力からみた基本計画の検証」『食と農の羅針盤のあり方を問う―食料・農業・
農村基本計画に寄せて』（日本農業年報 65）農林統計協会、2019 年 12 月、pp.23-42． 
⭐「『地域協働型教育』実践の検証と展望―京都府福知山市三和町を対象として」『福知山公立大学
研究紀要別冊』3 号、2020 年 3 月 
⭐「SDGs 汎用モデルの構築―京都府与謝野町を例に」『福知山公立大学紀要』4 巻 1 号、2020 年
3 月 
⭐『地域経営学とは何か―福知山公立大学の挑戦』（『福知山公立大学研究紀要別冊』1 号）、2018
年 3 月、全 260 ページ 
⭐『福知山公立大学における地域協働型教育の「これまで」と「これから」』（『福知山公立大学研究










































































































































































































































































































































































































































































































































































































大学は、2015 年度時点の公開情報によれば、筆者の調査では、国立大学法人 86 大学中 48 大学、公

































































地域の各種資源の保全管理等の課題がある。そこで、留意すべきことは次の 3 点である。 
第一に、制度の変革、地域住民の発意と協働の必要性である。そして、地域システムとして成立す
るための条件（地域資源循環、地産地消、地域協働、地域経済自立運営）を一つひとつクリアしてい






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地域（住民）・学生・教員の 3 者が影響し合い、あるいは 3 者の関係性が深まり何かが変化し、新た
な活動等につながることが大切である。定点観測手法による、3 者に期待される効果は次のとおりで
ある。 
①人、人間関係、自然・社会状況等の変化とその背景・理由を実感できる。地域が教育研究の対象
となり、長期間地域と関りをもつため、3 者が成長・後退・無変化を実感できる。3 者の意識や感情、
地域の自然・社会的な状況等の変化を実感し、地域における新発見もあり、必然的に地域と関わる次
の段階のための内容と継続性が問われる。 
②良くも悪くも地域の状況・性質・性格を深く理解できる。地域における課題を発見・確認し、解
決の方向等について 3 者で確認できるが、実際に取り組む段階になると進まない難しさも認識でき
る。3 者の信頼関係の深さを認識できる。 
③遂行能力・実践力・地域協働力とは何かについて、3 者の関係性のなかで、課題の改善・解決の
過程のなかで、深く幅広く学ぶことができる。 
④地域の課題に終わりがなく、そこで生じている多様な問題・課題に触れることができ、解決すべ
きことを認識できる。課題は社会的なものから文化・自然、暮らし、伝統・伝承の課題まで、無数に
みえてくる。長期に関わってこそみえてくるものがある。 
⑤学生は、社会人となるための訓練期間（機関）であることをやがて実感できる。学生が就職して
定住地が決まり、職場や暮らしの局面で、現実的な課題に直面したとき、定点観測地点での演習・経
験が、その課題の取り組みへの示唆を与えるであろう。 
⑥「協働」がもつ社会的効用の重要性の一端を理解できる。協働の社会的効用とは、上述のとおり
である。 
この「特定地区（機関）担当制」には課題もある。①様々な地域がそれぞれにもつ地域の多様性に
ついての経験ができないこと、②地域で生じている課題の多様性についても経験ができないことであ
る。しかし、定点観測で磨いた視点をもってすれば、他の地域おける特徴や多様性、本質的なところ
での共通性と相違性、したがって課題の改善・解決の方向性の提示にまで思いを巡らすことができる
ようになると思われる。 
6. 地域経営学の展望 
以上が、福知山公立大学地域経営学部の開学から 4 年間において、筆者が到達した現段階の「地域
経営学」に関する理解と認識の概括的な記録である。細部については冒頭に紹介した図書及び諸論考
を参照されたい。 
 「地域経営学」の教育研究のあり方に関しては、日本学術会議の経営学委員会の分科会において
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検討されている。本学における「地域経営学」は、本稿冒頭にも記述したとおり、ディプロマポリシ
ーに明記されている。本稿では、これを発展的にとらえて、次のように定義したところである。すな
わち、“地域経営学とは、対象とする地域の特性を理解し、基盤的学術・技術をはじめ協働やガバナ
ンス等による適切な「解」をもって、地域の様々な価値や住民満足度、持続可能性の確保・向上に寄
与する統合科学である”。 
本稿では、この地域経営学の定義に基づき「目的と手順」、「基盤的学術・技術」を提示した。そし
て、地域経営学の意義と役割を明示するとともに、教育のあり方、地域人財の育成の教育方法につい
て言及した。教育研究方法では、地域協働型教育研究として「特定地区（機関）担当制」を提案した。 
地域経営学は、「共生社会システム学」との共通性が多く、相補的な研究とともに独自の研究が求
められる。両分野ともに人文科学、社会科学、自然科学の 3 分野が交差する学際領域に位置し、学術
としての目的や到達目標は「共生社会システム学」と近似的である。両分野に違いがあるとすれば、
地域経営学は、地域の持続可能性の確保・向上、地域活性化に関するスキルの習熟に重点がおかれて
いるのに対し、共生社会システム学は、共生社会の理念の構築とその方法の確立に主眼がおかれてい
ると理解できる。 
ともかく、両分野ともに既存の学術や技術だけでは確立できない、創造的に構築していくべき分野
であることは間違いない。地域経営学に残された課題は、教育研究をさらに積み重ねることにより、
地域経営学の立ち位置を定位することをとおして、地域経営学の定義と方法をより明確にし、現実社
会で使える学術・技術にしていくことであろう。 
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